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学位論文内容の要旨

  近年の港湾再開発では、明治から昭和期に建設された倉庫建築を近代化遺産として位置付け、積

極的に保存活用しようという動きが一部では見られるものの、地方の中小港湾都市においては、そ

れらの価値が正当に評価されず、取り壊される事態が依然続いている。近年の事例としては、釧路

川右岸に所在した築50年を迎える木造倉庫群が、2007年10月、再開発上「支障物件」として解

体されている。港湾部における再開発や歴史的建築物に関する研究については、多くの報告が見ら

れるものの、指定文化財相当の建築を対象としており、中小港湾都市の倉庫建築については、未だ

十分とは言えをい状況である。

  本研究では、地方の流通拠点、釧路港に建設された倉庫建築を主を対象に、近代に築造された港

湾施設について、保存と再生という視点から見直し、近代化遺産としての評価を試みている。

  本論文は、全9章で構成されている。序章では、本研究の目的と背景、既往の研究や報告書につ

い て 述 べ る と と も に 、 研究 対 象 と し た 釧 路 港 の 現 況 の あ ら ま し を 述 べ た 。

  第1章では、近代日本における港湾と築港事業を概観し、戦前迄の釧路港の位置付けを論じた。

日本の近代的を築港事業は、外国人技師による指導に始まり、日清・日露の戦争を境とした工業発
展とともに増加を見せる。廣井勇の『日本築港史』(1927)に、当時の修築状況を確認すると、外国

貿易上重要を大築港が優先的に費用と人材、新技術が当てられていた事が記されている。鉄道省の

『北海道の港湾』(1925)および北海道庁の『港湾要覧』(1926)掲載の道内主要港湾を分析すると、

設備や港勢面で、釧路港が相対的に劣っていたことが明らかとをった。港湾部に所在する倉庫の総

床面積は、釧路1に対して、函館4.3、小樽6.2である。桟橋や修船渠、繋船浮標等の港湾設備に

も同様の差が見られた。こうした施設の不備は貿易量や出入船舶数に影響を与え、北海道東部の要

衝に位置する釧路港とはいえ、道内においても決して優位ではをかった事実が明らかとをった。

  第2章では、近代における釧路港の形成過程について、当時の産業の変化と修築計画の変遷を中
心に論じた。釧路港の歴史を江戸期の交易所設置に求め、漁業集落が商港と漁港を兼ねた港湾ヘ発

展してゆく過程を、鉱業、林業、農業、漁業の各視点から示した。釧路港の修築計画の変遷として

は、C.S.メ―ク案(1887)、廣井勇案(1898)、関屋忠正案(1908)、同修正案(1916、1927)を中心に

分析している。築港事業の起工(1909)より先に、官営鉄道が開業したことや、防波堤・埠頭誼ど

の不備をどから、釧路川筋を利用した艀輸送が主体とをり、港湾施設が市街地に隣接する釧路川左

右岸に集中し、物流拠点として十分を機能を発揮できをい状況であったことを明らかにした。

  第3章では、釧路川右岸に倉庫街が形成される過程を、倉庫業者および回漕業者の成立を軸に論

じた。釧路の倉庫業は、官営鉄道敷設とともに興り、駅構内から釧路川右岸にかけて倉庫街が形成
された。回漕業者も鉄道開通により取扱貨物の増加に対応するため、倉庫を建設するようにをる。

倉庫建築の総床面積が函館や小樽の港に比ベ伸びをかった要因として、港湾設備が不完全であるた

め狭隘を釧路川河畔ヘ用地を求めざるを得なかったこと、釧路の気候が貨物の野積みを許したこと
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をど を 指摘し、 さらに当 時の市街 地図を用 いてその分 布状況を 明らかに した。

  第4章では、昭和初期までの港湾運送業者と釧路港の関係について、三上運送株式会社（現釧路

倉庫株式会社）を事例に論じ、港湾部における倉庫街の形成と、港湾運送業者や倉庫業者の関わり

を明らかにした。三上運送の前身は、十勝国大津で創業した三上回漕店であったが、釧路・帯広間

の鉄道開通を契機に、1906(明治38)年に釧路ヘ移転。釧路港修築が未着工のため、安全な艀輸送

が可能を釧路川右岸に店舗と倉庫を構え、主に十勝農産物や木材を扱っていたことを指摘。以後、

吸収合併を繰り返し成長した三上運送は、国内有数の船舶会社である日本郵船株式会社の代理店に

をるをど、釧路港内での地位を固め、釧路川筋を中心に倉庫や土場を所有するようにをったことを

示した。

  第5章では、釧路港に現存する明治末期建設の倉庫建築の特徴について、実測や史資料の調査

結果をもとに論じた。調査対象としたのは、上記港湾運送業者や倉庫業者が建設した3棟の倉庫

建築である。このうち2棟が現役の倉庫であり、残る1棟は2000年に文化施設（浪花町十六番倉

庫）ヘ転用。ともに釧路港にとって希少を近代化遺産であることを明らかにした。評価すべき点と

して、近代の流通産業を象徴する建築であること。群として特徴ある景観を形成していること。全

国的にも建築例が少顔い木骨煉瓦造であること。釧路出身の作家、原田康子(1928～）に縁がある

ことをどを示した。しかし、施設の老朽化や港湾機能移転をどにより、倉庫としての機能は低下し

ており、現 在利用さ れている 2棟の建築 が解体の 可能性に あることを指摘した。

  第6章では、倉庫建築の保存活用の実態について、前掲浪花町十六番倉庫の事例分析を通じて論

じた。同倉庫は市民運動の萌芽から1年半足らずでイベントホールに再生され、現在NPOが運営

している。保存活用に至る経緯の分析から、文化財の指定に及ばをいよう教老朽化した倉庫建築の

再生には、建築の価値と将来像の共有、地元有志による戦略的を組織造りと自治体への働きかけ、

市民を巻き込んでのイベント開催、補助金の有効利用をどが、重要を意味を持つことを明らかにし

た。さらに、再生後の運営状況については、貸館受付簿の分析から、月平均20日の利用があるこ

と、21時以降の利用が全体の6割に及ぶこと、音楽・演劇活動の利用が全体の6割を占めることを

どを明らかにした。また、年度別収支決算書から、正会員からの資金援助が滅少傾向にあり、公共

施設では得られをい低廉で自由を空間が市民に歓迎されつっも、資金的には苦しい現状を示した。

保存・改修工事については、その概略をまとめ、歴史性を尊重した必要最小限の改修や、既存不適
格に対応するために取られた補強方法について言及した。

  第7章では、近代化遺産としての倉庫建築の評価と課題について論じた。近代に築造された港湾

は市街地中心部に隣接することが多く、再開発による快適を水辺空間創出の可能性を有している。

本章では、倉庫建築を近代化遺産として保存活用する上で、建築の個性である歴史・意匠・材料・

技術をどを正しく伝える事の必要性、登録文化財制度の有効性、活動主体としてのNPOや第3セ

クターといった中間組織の重要性を示し、評価軸として、産業史的価値、歴史的価値、意匠的価値、

景観的価値を提案した。また、国土交通省の「みをとまちづくり」(2003～2004)の事業例から、近

年の動向を分析し、保存活用の対象が太平洋戦以降に建設された倉庫建築へ漸次移行していること
を明らかにした。

  終章は、本研究のまとめであり、各章末尾に記した小結を要約するとともに、今後の課題を述べ

た。本研究では、明治末期に建設された釧路市所在の浪花町十六番倉庫を通して、地方の中小港湾

都市における倉庫建築であっても、保存活用が如何に重要教意味を持っかを示してきた。今後は、

太平洋戦争以降に建設され高度経済成長を支えた倉庫建築へも保存活用の裾野が広がり、より明確

を評価軸が求められるようにをると考えられる。

― 131―



学位論文審査の要旨

主 査   教 授   角   幸 博

副 査   教 授   小 林 英 嗣

副 査   准 教 授   小 澤 丈 夫

学 位 論 文 題 名

近代における釧路港の形成過程と

倉庫建築の評価・保存活用に関する研究

  近年の港湾再開発では、明治から昭和期に建設された倉庫建築を近代化遺産として位置付け、積極的に保存
活用する動きが一部で見られるものの、地方の中小港湾都市におぃては、それらの価値が十分評価されず、取
り壊される事態が依然続いている。本論文は、このようを状況を受け、地方の流通拠点である釧路港に建設さ
れた倉庫建築を事例対象として、近代に築造された港湾施設を保存活用という視点から見直し、近代化遺産と
しての価値評価指標について考察することを目的としている。
  論文は全9章で構成されており、序章では、本研究の目的と背景、既往研究や報告について述べるととも
に、研究対象とした倉庫建築が所在する釧路港のあらましを述べている。
  第1章では、近代日本における港湾と築港事業を概観し、戦前までの釧路港について、大正期に発行された
統計資料をどをもとに、釧路港が道内主要港湾（函館、小樽、室蘭各港）に比ベ、港湾施設や港勢面で劣ってい
る状況を明らかにしつっも、地域資源の集散基地として重要を役割を担っていたことを指摘している。
  第2章では、近代における釧路港について、漁業集落から商港と漁港を兼ねた港湾へ発展した過程を、鉱
業、林業、農業、漁業の各視点から示し、官営鉄道の開業と諸産業の発達、釧路港修築事業の遅れをどが要因
で、市街地に隣接する釧路川左右岸に物流施設が卓越したことを明らかにしている。また、戦後の釧路川両岸
の再編について触れ、倉庫建築の評価・保存活用の問題と釧路港の関連付けを行っている。
  第3章では、釧路川右岸の倉庫街が、官営鉄道敷設とともに、駅構内から釧路川右岸沿いに延びる官営鉄道
の支線と平行して形成されていく過程を、倉庫業者及び運送業者の成立を軸に、当時の市街地図を用いて明ら
かにしている。
  第4章では、釧路川右岸の倉庫建築を所有する三上運送株式会社（現釧路倉庫株式会社）が当時の釧路港で
最大手の運送業者であり、同社の沿革と荷役現場をどの状況を示すことで、釧路川筋が物流機能の中心地とし
て発達したこと、およびその限界を明らかにしている。
  第5章では、釧路港に現存する上記運送業者らが建設した明治末期建設の3棟の倉庫建築について、実測や
史資料の調査結果をもとに論じている。このうち、2棟が現役の倉庫（浪花町1番・2番倉庫）であり、残る1
棟が文化施設（浪花町16番倉庫）ヘ転用されている。ここで著者は、これら倉庫の評価すべき点として、近代
の流通産業を象徴する建築であること、全国的に建築例が少をい木骨煉瓦造であること、郷土の文化人に縁が
あること、古い倉庫建築が持つ美的風合いがあること、群として特徴ある景観を形成していることをどを示
し、釧路港にとって希少を近代化遺産であることを明らかにしている。
  第6章では、倉庫建築の保存活用の実態について、浪花町16番倉庫を事例として、保存活用に至る経緯の分
析から、文化財指定に至らをいようを倉庫建築の再生には、建築の価値と将来像の共有、地元有志による戦略
的を組織造りと自治体への働きかけ、市民を巻き込んでのイベント開催、補助金の有効利用をどが、重要であ
ることを指摘している。あわせて、再生後の運営状況を、貸館受付簿の分析から、多様を利用形態や夜間利用
者の実態を把握し、既存の公的ホールにはをい自由度の高い利便性も特徴のーつであることを指摘している。
  第7章では、5章、6章の分析結果を受け、近代化遺産としての倉庫建築の評価と保存活用の可能性につい
て論じ、倉庫建築を保存活用する上での価値評価指標として、産業史的価値、歴史的価値、美的価値、景観的
価値、活用価値、市民意識価値の6項目の価値評価指標を提案し、これら価値評価指標が個々に成立している
ばかりではなく、それぞれが互いに連関し価値を強める関係にあることを指摘している。終章は、本研究のま
とめであり、各章の小結を要約し、今後の課題を述べている。
  これを要するに、著者は、近代の地方港湾都市の形成過程と、そこに建設された倉庫建築について、実証的
を研究を通じてその特徴を明らかにし、さらに具体的事例の詳細を分析を通じて、6項目の倉庫建築の価値評
価指標を提案するをど、遊休化した倉庫建築を地域の資産として見直すうえで、有効を知見を得たものであ
り 、 建 築 都 市 史 、 建 築 保 存 学 、 建 築 都 市 学 に 貢 献 す る と こ ろ 大 を る も の が あ る 。
  よっ て著 者は 、北 海道大学博士（工学）の 学位を授与される資格あるものと認める。
    ―132―


